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図書室だより〈12月〉
町民センター３階

今月のこの１冊

みんな集まれ！子どもの広場・おはなし会

毎月１日は、【開成ファミリー読書デー】
家族みんなで本を読もう！

●家庭・地域・学校などでの読書活動を推進するため、
開成町では毎月１日を「開成ファミリー読書デー」にし、
読書活動を推進します。

◇子どもの広場『クリスマス会』
内　容

日　時
持ち物
対　象
場　所

　　申し込みは直接図書室へ　又は、1 82-5221

◇おはなし会（第２土曜日、第３水曜日）
　日　時

　場　所
　　申し込みはいりません

●　一　般　書　●

●　児　童　書　●

新しく購入した図書（主なもの）

俳　句 短　歌開成俳句会 ともしび短歌会 十月詠十一月吟

＊文　芸
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12月12日㈯
こどもの広場でおはなし会をします
12月16日㈬　15：00～
町民センター３階図書室　
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「サンタポシェット」づくりと
「クリスマスのおはなし会」
12月12日（土）10：00～
はさみ・カラーペン
5歳～（未就学児は保護者同伴）
町民センター2階　中会議室A

羊と鋼の森　 宮下　奈都　著　

　高校生の外村は、カリスマ調律師の板鳥が体育館
でピアノを調律している場にたまたま居合わせる。
山育ちの外村はピアノから森の匂いを感じ、板鳥の
話に強く魅せられる。ピアノに
触れたこともなく、ましてや調
律師が何をする人かさえも知
らない外村だったが、調律師を
目指して勉強を始める。
　素直だが不器用な外村は挫
折を繰り返し悩みながら、地道
にゆっくりと調律師としての
高みを見つけて成長していく。

【開室時間】火～金曜日 10：00～20：30
　　　　　　土・日曜日 10：00～17：00
　　　　　　祝日23日 10：00～17：00
【休 室 日】毎週月曜日　　
 ※年末年始休室　12/28～１/４

目 指 せ 日本一きれいな町 !日本一きれいな町 !
●問　環境防災課　☎84－0314
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●問　開成南小学校　☎83－2250●問　開成南小学校　☎83－2250

レポートレポート

かいせい
安全・安心だより
かいせい
安全・安心だより

●問　環境防災課　☎84－0314
　間もなく迎える年末。忙しさから運転が荒っぽく
なったり、慣れない雪道でスリップしたりと、夏場と
は違った要因の事故が発生します。

年間で最も交通事故が起きるのは12月
　過去の警察庁発表の統計によれば、12月は最も
交通事故が発生する季節であり、交通事故による
死者数もほかの月を大きく上回っています。年末
は、普段よりも交通量が増える時期であり、スピー
ドを出し過ぎたり、運転中の注意力が散漫になっ
たり、帰省で不慣れな長距離運転をしたりといっ
たことが、事故の多発する要因になっています。

行楽にも危険が潜んでいます
　ウインタースポーツのシーズンが到来すること
から、普段走り慣れていない山道を走行すること
で、路面凍結によるスリップ事故も発生します。
スキー帰りの交通事故という悲惨なニュースが毎
年報じられているだけに、「自分だけは大丈夫」
と過信することなく、チェーン、スタッドレスタ
イヤなどの装備を整えて、慎重な運転を心掛けま
しょう。
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ペットボトル・プラスチック製容器包装
分別マナーの再確認を！

※貸出冊数は4冊まで、期限は2週間です

　ごみ置き場に出されたペットボトルやプラスチッ
ク製容器包装は、回収後、中間処理施設でリサイク
ルできないものを選別して再資源化施設へ送ってい
ます。それを業者へ売却することで、町の大切な財
源の一部になっています。
　そのため、分け方や出し方を間違えると、選別に
時間がかかりスムーズな再資源化ができません。分
別マナーを守り、再資源化にご協力をお願いします。

ペットボトル
①キャップ・ラベルは取り外し、プラス
　チック製容器包装へ
②中をすすぎ、つぶす
③収集日に資源ごみ置き場へ出す

プラスチック製容器包装
①汚れを落とし、乾かす
②透明・半透明の袋に入れ、収集日に
　もえるごみ置き場へ出す

注意点
・表示マークを確認してから分別しましょう。
・できるだけプラマークのついたレジ袋などで出
　しましょう。
・町指定袋はプラスチック製容器包装対象外です。


